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テ
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施
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画
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の
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し
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。
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は
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が
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、
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す
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め
に
は
、
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庁
舎
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。

　

平
成
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年
度
に
実
施
し
た
市
民
懇
話

会
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
庁
舎
の

建
替
え
に
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向
き
な
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
同
27
年
度
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は
、
関
係

団
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や
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ん
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の
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ン
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テ
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、
議
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か
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の
意
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や
審
議
会
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の
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申
を
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き
、
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を
踏
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え
、
基
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想
案
を
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成
し
ま
し
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。
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、
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の
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に
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を
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を
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で

に
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、
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れ
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の
３
つ
の
候
補
地
に
つ
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て
、
こ
れ
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
様
々
な
意
見
を
踏
ま

え
、
比
較
検
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し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
よ
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な
点
か
ら
、

現
庁
舎
周
辺
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ア
を
建
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場
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と
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選
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ま
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。
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●
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の
な
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第
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や
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の
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る
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、
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担
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
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る
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舎
に
は
、
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の
よ
う
な
機
能
を

備
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
お
よ

そ
３
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６
千
㎡
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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会
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能
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た
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舎
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、
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２
０
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。
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、
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、
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、
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積
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り
の
建
設
単
価
を
40
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円
と
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て

算
出
し
た
も
の
で
す
。
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後
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に
、
事
業
費
削
減
に
努
め
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と
と
も
に
、
工
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を
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的
に
行
い
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財
政
負
担
や
工
事
発
注
の
平
準
化
に
つ

い
て
検
討
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て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
今
年
度
中
に
基
本
構

想
を
決
定
し
、
来
年
度
は
設
計
に
反
映

さ
せ
る
具
体
的
な
考
え
方
を
示
す
基
本

計
画
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定
し
、
早
期
建
設
に
着
手
で

き
る
よ
う
取
り
組
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で
い
き
ま
す
。
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　新庁舎の理念や必要面積、建設場
所など、建設についての基本的な考
え方を示した「新庁舎建設基本構想
案」の内容を市民の皆さんにお知ら
せするため、説明会を行います。

　新庁舎建設基本構想案の内容につ
いて説明します。
とき・ところ　●２月19日㈮　午後
６時～７時・シニア大学（１の８　
フィール旭川７階）　
●２月21日㈰　午後２時～３時・神
楽公民館（神楽３の６）
※申込み不要。

資料の配布場所　
市政情報コーナー（６の９　総合庁
舎１階）、第二庁舎（７の10）・第
三庁舎（６の10）案内、各支所・公
民館、各住民・地区センター、　意
見提出手続
資料の配布・意見の提出期限　
２月29日㈪まで
【詳細】管財課　25・7597
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説明会と意見募集

市民説明会

新庁舎建設基本構想案について
ご意見をお寄せください
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役
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要
面
積
と
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工
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今
後
の
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め
方

　

基
本
構
想
案
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成
ま
で
の
経
緯

　

新
庁
舎
の
建
設
場
所
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題

中学校
の部

小学校
高学年
の部

小学校
低学年
の部

　

昭
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年
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設
さ
れ
た
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合
庁
舎
は
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老
朽
化
や
耐

震
性
の
不
足
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
新
庁

舎
の
建
設
が
必
要
と
判
断
し
、
庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
考

え
方
を
示
し
た
「
旭
川
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
案
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

新たな機能の付加

従来機能の向上

市民の利便性と職員の事務効率が
向上する機能的な庁舎

市民活動の支援
市民の活動の拠点や
集いの場を整備

旭川らしさの発信
旭川の魅力を内外に
発信する機能を整備

市民でにぎわい、親しまれる
シビックセンター基本理念
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　新庁舎の理念や必要面積、建設場
所など、建設についての基本的な考
え方を示した「新庁舎建設基本構想
案」の内容を市民の皆さんにお知ら
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６時～７時・シニア大学（１の８　
フィール旭川７階）　
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新庁舎建設基本構想案
についての

説明会と意見募集

市民説明会

新庁舎建設基本構想案について
ご意見をお寄せください

うちだ　あつひろ

ま
つ
も
と　

ゆ
り
の

む
か
い
だ　

か
り
ん

き
た
さ
い
と

小
・
中
学
生
が
描
い
た

夢
の
市
役
所
は
？

小
・
中
学
生
が
描
い
た

夢
の
市
役
所
は
？

　

必
要
面
積
と
建
設
工
事
費 

　

今
後
の
進
め
方

　

基
本
構
想
案
作
成
ま
で
の
経
緯

　

新
庁
舎
の
建
設
場
所

　

新
庁
舎
の
基
本
理
念

　

現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

中学校
の部

小学校
高学年
の部

小学校
低学年
の部

　

昭
和
33
年
に
建
設
さ
れ
た
総
合
庁
舎
は
、
老
朽
化
や
耐

震
性
の
不
足
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
新
庁

舎
の
建
設
が
必
要
と
判
断
し
、
庁
舎
建
設
の
基
本
的
な
考

え
方
を
示
し
た
「
旭
川
市
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
案
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

新たな機能の付加

従来機能の向上

市民の利便性と職員の事務効率が
向上する機能的な庁舎

市民活動の支援
市民の活動の拠点や
集いの場を整備

旭川らしさの発信
旭川の魅力を内外に
発信する機能を整備

市民でにぎわい、親しまれる
シビックセンター基本理念
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